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第1章 緒 言

'古 クK。gh
・Pirguet・R鋤ke等 二其 ノ源y褻 シ

タ結 核 症 二於 クル 「ア レル ギ ー」現 象 ハ近 年Rbssle

教 授 等 二依 ツ テi提唱 セ ラ レツ ・アル 「ア レノをギー」

撃攣化ノ組織學的研究 ト結 ゼ付鳩テ、今日此ノ問
題 ハ更 二新 シイ覗野 ヨリ再検討テ要求 セラ ヒテキ

し

タ ソ デ アル 。 從 來 吾 ガ病 理 學教 室 二於 クル 諸 氏 ノ

研 究 ハ 諸臓 器 二於 ク ル、所 謂Koch氏 現 象 テ勤 樗 ト

1シ テ此 ノ 申 二含 マ レル 各 種 ノ病 攣 ヲROssle及 ピ
お

其ノ門下生二依1ソテ主張 セラ。レソbア ル 「アレル

ギー」.性 反慮ノ形態學的攣化二基ヅイテ分析テ試
ミタノデアル。余ハ今同此ノ組織「アレルギー」プ

形態學的研究 ヨリ・kO歩進 ンデ結核「ア1レルギー」ノ

本質的意義特 二所謂琵疫 トノ關係二就 イテ考察テ

加ヘテ見 タイ ト思フノヂアルo結核症二於ケ考レ「ア

.z,ルギ_」 卜冤疫ノ闘係:・就イテハ古來屡 よ論ゼ

ラレタ所 デ寧 ロ陳落ナ研究命題 デアルぎ今日荷一・

定ノ結論二達 シテ居ナイ。本問題二關スル先進諸

家 ノ設ハ各々見解テ異ニ シ、甲乙論駁愈 玉溜沌 ト

シテ居ルガ、其ノ所読ハ想顔或ハ假定 二走 ツテ具

盟的探索ノ進 マヌ憾ガアル。.
一余

ハ此ノ鮎二鑑 ミ實験成績 テ忠實二記載 シ理論

ハ之 レニ附随 セシメル様 二心掛クタノデアル。以

.下述ペソ トスル實験的研究 ハ特定ノ方法二依 リ結

核「アレreギー」性反磨 ヲ壇彊或 ハ漉 錫セシメタ揚

合 二其Z冤 疫力ガ如何 二移動スルカエ就 イテ行ヅ

タノデアツテ・其ノ實験成績ハ本問題 二舞 シテ柳

力知見ヲ加へ得タリト信ズルモノデアル。

第2章 實験材料及ビ方法

實験動物ハ域熱家兎ヲ使用 シ、結核菌ハ上池型 ㌧

二 薦 スル モ ノ ヂ 、感 作 ハ其 ノ1mgヲ 皮 下 接 種 二依

リ、3～4週 間 後 「ツペ ル ク リン」皮 内慮 陽 性 韓 化後

種 々 ノ虞 置 ヲ試 ミタ モ ノ デ アル。 「ア レノレギー 」反

確1槍強 ニ ハAdrena}inヲ 使 用 シ、肌 感 作 バTu
ノ

berk廷1i病 結 核 死 菌 、B.C.G,,睨 脂 結 核 菌 、結 核 菌

ヨ リ分 離 セ ・噸 脂 肪 ノ蓮綾 反 復 注 射 法 二依 ノレモ ノ

デ アル 。 槍 索 臓 器 ハ肺 臓 テ主 盟 トシー 部 皮 膚 テ モ

使 用 シタo又 「ツ」皮 内反 磨 判 定 標 準 ハ次 ノ如 ク定

メ タ(森 、 囎 ノ標 準 テ参 酌 〕も薄 研 製 薔 「ツ ーごル

ク リン」10倍 液 ノ皮 内接 種'・`依 リ24～48時 間 後襲

赤 、腫 脹 、硬 結 ノ直 径 α5糎 以上 テ陽 性 トシタ。其

ノ大 キサ ニ ヨ リ().5～1.0糎 ラ陽 性(十)1糎 ヨ リ2

糎 迄 ヲ中等 度 陽 性(升)、2糎 テ超 エル モ ノ ヲ彊陽
ミ や

性(冊)ト レタ。其他 ノ塵置法ハ各條下デ記載ズル。

第3章 實験成績

第1節Adrenalin併 用 二依lbAllergie

性 反癒 槍 張 二蘭 スル 費 験.、

臨 豚 上AdrenaliEハ 過 敏 症 ノ治 療 剤 トシテ使 用

セ ラ レル コ トハ周 知 ノ事1實 デ アル ガ、 實 験 的 二経

氣 道 的 結 核 再 感 染 二Adrenalinテ 併 用 ス ル トキハ

肺 ノ「ア レル ギ ー」性 病 攣 ハ却 ツ テ壇 強 セ ラ レル事

ソ・余 等 ガ 始 メ テ記 載 シタ所 デ アル 。 コ レノ・Ad・ノ

血 管 牧 縮 作 用 二基 ヅ ク血 歴 充 進 二 依 ルニ …蜘 肺 血

管 ノ鑛 張(修 血)卜 透 過 性 尤 進 出 由來 ス ル モ ノ デ ア 、

ル ト考 ヘ ル。,
'第

ほ項 結核菌大量氣道西再注射例

本群ハ結椀感作家兎ノ氣道内n・:・同結核生菌25

mg(5e㎝ ノ生理的食鷺水浮游液)ヲ 再注射 シ、同

時二千倍ノ盤化Ad!ヲO.5ccm宛1日1同 毎日皮

下 二反復注射 シ大葉性乾酪性肺炎ヲ惹起 セシメタ

ノデァル。此 ノ實験成績ハ既二本紙上二稜表セル
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所 デ(肺結核症昌於ケル結核AIIergieノ 意義一結

核第20巻9號(昭 和17年)472頁)之 レテ要約 スル'

事ニスルp病 攣ハ右肺二彊ク大葉性、肉眼的ニモ

鏡検的ニモ滲萬性炎症二終始 シ、定型的檜殖性病

攣ソ・最後迄殆 ンド萬現 シナイ。且又肺病攣 ハ時期

的ユ次ノ如 ク攣換 シテ人腫ノ大棄性乾酪墜匪肺炎
ジ

・i:・酷似 シテヰル。1・充血期(1～3日)一 肺毛細血管

ノ高度充血・肺胞腔内二於 クル漿液性繊維素性滲

倒液及 ビ白血球ノ滲出著明、9.肝 攣期(5～7日)一

肉眼的二割面挙滑、次白色ヲ呈 シ、組織的 二各肺

胞腔ハ大滲出細胞二依ツテ充填セラレル◎皿.乾酪

攣性期(7～60日 〉一肺胞内滲出細胞及 ピ肺胞壁ハ

共二廣範二亙ル乾酪性壊死r陥 リ、同時二石次漣 .
著 ヲ詮明スル。W。室洞形成期一再感染後60日 ヲ経

(第ユ表,氣 道内結該菌大量(25mg)感染例

/

・η三適脇 硝 喝 幽"糾

ω き初 錫睦藤 誓副
d胤 朗 銘縁'蝋楽砂・1

藤

過 セルモノノ・必獲的二乾酪竈 ハ軟化溶解 シ小ナル

モノハ掴指頭大、大ナルモノハ上肺棄全面二亙ル

嚢歌室洞形成 テ螢ム6dV

封照 トシテ軍二結核感作家兎ノ氣道内二同量ノ

結核菌 ヲ再注射 セルモノニ於 イテハ初期二肺血管

ノ充血、漿液性物質及 ピ白血球ノ肺胞内滲萬現象

唖 イデ大滲出細胞ノま槻 現 ルガ・病攣ノ鯉 病

妖デ且Ad.使 用例 ノ如 ク時期的攣換ハ不明瞭デ、

約2週 闘後増殖性病墾 二移行スル。叉健康家兎ノ

氣道内初感染 二於 イテハ初期二輕度ワ滲出現象ヲ

・認メルガ漸次増殖性炎症二移行 スル。以上ノ如 ク

超氣道的結核菌大量再感染 二於 テAdrenalinヲ 併

帰 シ「ア レルギー」反慮ヲ増強 セシメル時ハ封照例

昌比較 シテ病憂ハ乾酪性肺炎 ヲ呈 シテEliil一悪 セシメ

ラレル コ トハ事實 デアルo

第2項 結核菌微量氣道内感染例

ム群(封 照、初感染例):本 群ハ非結核感作家兎

ノ氣道内二結核生菌iliOOOOOOmg(生 理的食撫水

5cem中 ・=i4!游セシメ幻 ヲ注射 シ適當ノ聞隔 テ

置 イテ逐次浄瞼 観察セルモノデアル。

初感染3日 後(M。1)肉 腹的二病攣ハ認 メ難 ク、

唯鏡検的二肺胞腔ノー隅二微量ノ白血球及 ピ輩核

大細胞 ノ遊1出テ認 メ且肺毛細血管ハ輕度ノ振張 テ

示スノ ミデアツテ、結核菌 モ亦護明 シ難 イ。7日

(Nr・2)後二於テモ肉騨 勺二病9ハFAン ド詮明 シ難

イ、組織學的二肺胞腔ノー・部ハ白血球及 ピ軍核大

細胞ノ増殖二依ツテ充満 セラレ、肺胞壁ハ鑑粗 ト

ナ リ肺胞徴ハ不明デアツテ?血 管周園二類淋巴球

ノ浸潤ガ見 ラレルn肺 病攣ハ漸進的増張ヲ示 シ14

日後(N9.3)微 細ナ結齢 纏 蝋 硯 ラレノ嚥

之等ハ肺胞腔乃至肺閥質ニー致 シ、前者ハ肺胞腔

丙輩核大細胞ノ壇殖、後者ハ白血球及 ビ類淋巴

球ノ血管周園性浸潤 トシテ現ハレ、又之等 ハ互

二融合 シデ不綿則ナ病竈部 テ形成 スル。粛 管技

病攣ハ小ナルモノニ強ク、粘膜 ハ膨化 シ白血球

ヲ含メル粘液様物質デ被覆セラレテ居ル。結核
ノ

菌 ハ病 竈 部 ノ細 胞 内外 二辛 ウ ジテ詮 明 セ ラ レフレ

ニ過 ギナ イ。

初 感 染'EE43H〈Nr.4)二 於 イテ ハ肺 病 愛 ハ可

成 リ増 強 セ ラ レ、肉 眼 的 ニ モ散 在 性 二表 面 二隆

起 セル 粟糧 大 ヨ リ碗 豆大 二逮 スリ喉 白 色 ノ結 節

形成 ヲ認 メ ル。 鏡 槍 的 所 見 二 俵 レバ 申 心 部 ノ乾 酪

性 壊 死 ハ極 メ テ著 明 二現 ハ レ、Eogin二 淡 赤染 セ
ま

ノレ無構造物質 ト化 シ、所二依 ツテハ多量ノ核砕物

及 ピ多量ノ結核菌ガ誼明セラレル。 コノ中核テナ

ス氣管枝〉・攣性崩解 セル滲萬細胞及 ピ粘液物質テ

充 タシ、周園二著明ナ図形細胞ノ浸潤ガ見 ラレル

乾酪竈テ園ム類上皮細胞暦二於 イテハ分化セノk類

上庚細胞ニー・i致スルモノ少ナク主'トシテ類淋巴球

ヨリナ リ、コノ曳二大滲萬細胞及 ビ淋巴球ガ混在

シテ居ル。病竈周園ノ肺胞問質ハ圓聯 田飽ノ浸潤

晶依ツテ肥厚 シ、壁細胞ハ壇殖 ジテ殼子形二併立

シ、其ノ内腔ニハ濃厚ナル漿液性物質、大滲出細

胞及ビ白海球ノ滲萬ガ見 ラレル。比較的小ナル結

節二於 イテ!壷 酪攣性ノ類上皮細胞及 ピ淋巴球ノ

.各 暦ハeCStSlテナ シ7配 列 シ焦鯛 園性炎症ハ輕微

ダ境界 ハ明確 デアル。血管系統二於イテハ内被細胞
ノ腫大壇殖、及 ビ周園昌i類淋巴球浸潤ガ著明デ

一 一29__
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病竈部 二近接セルモノハ閉塞歌ヲ呈 シテ居ル。

B群 軍純再感染例;本 群ハ結核感作家兎ノ氣

道内出結核生caコliOOOOOOmgSiPt注 射セルモノデ

ア!シo

再感染3日 後(Nr.5)鏡 検的・=散在性 二限局性

肺炎様病竈部テ認メル。此虞島於テハ肺胞腔ハ清

失 シテー見實質性二見エル。精見 スル ト縮小セル

肺胞腔ニー一致 シテ少量ノ漿液性物質、白血球及 ピ

輩核大細胞 ノ滲娼ガ見 ラレ、肺胞壁ハ膨化 シ、間

質細胞ハ腫大淡染 シ微量ノ白血球ガ見 ラレ、又部

位 二依 ツテハ類淋巴球ノ結簾状増殖 ガ設明セラレ

ル。血管バー般 二鑛張 シ、・内被細胞 ハ腫大 シ、白

血球ハ血栓歌 ヲナ シテ壁二附著 シ、又周園二類淋

巴球及 ピ白血球ノ浸潤ヲ認メル。氣管枝粘膜 ハ白

血球及粘液様物質ヲ蒙 リ粘膜上皮細胞ハ剥離 シテ

居 ル。結核菌 ハ全ク詮明 シ難イ。

再感染7日 後(Nr.6、 二於イテバ散在性二少数

ノ亜粟粒大ノ結節形成テ認メル。之等ハ肺胞腔乃

至聞質血管 ヲ中心 トシテ形成 セラレ、最初見ラ レ

タ白血球 ハ攣性崩解 シテ、之 レニ代 ツテ圓形乃至

短紡錘形 ヲナセル軍核細鉋 ノ増殖 ガ見ラレルガ、

未ダ暦輪形域ハ詮明 セラレナイQ肺 胞内滲出現象

ハ殆 ンド漕失 シ唯肺胞腔 ノー隅 二脱落セル肺上皮

細胞ヲ認 メ、間質ハ圓形細胞ノ浸潤二依 ゾテ輕度

二肥厚 シテ居ル6血 管ハ輕度二鑛張 シ圓形細胞・:・

依 ツテ園続 セラレ、氣管枝ハ加答見性炎症顔ヲ示

シテ居ル。病竈二於イテ菌 ハ全然設明セラレナイ

14日後(Nr・7)結 節形成 ノ鞘3櫓 強 シ、散在性 二

粟粒大 り小豆大ノ形ノモノガ見 ラレル。其ノ増殖

型二暦スルモノハ、中心部ハ乾酪愛性二隔 リ多数

ノ核破壊産物二混 ジテ織維素様物質ノ沈著ヲ認メ

之 レテ囲ンデ類上皮細胞ノ増殖 ヲ認メノセガ、該細

胞ハ類淋巴球ノ形態ヲ トル者多 ク、且又淋巴球暦

ノ畿達ハ不明瞭 デアル。滲娼性病竈部昌於 イテハ

小氣管技及ピ肺胞腔ハ濃厚ナノt漿液、白血球大滲

出細胞 デ充タサ レ、其ノー部ハ攣性壊死二陥ツテ

居ノ㌔ 此周邊部二於 ケル肺胞闇質ハ類淋巴球 ノ増

殖二依ソテ肥厚 シ肺胞腔 ハ漕失 シテ場殖性炎ヘノ

移行像ガ設明 セラレル◎結核菌ハ謹明セラレナイ。

再感染43日(Nr・8)ヲ 経過 スル トキハ病憂ハ増

強 シ簸謂肺胞性壌殖性結核ノ所見轟一致 スル。組

織學的構造ヲ見ルニ中心部ハ乾酪愛性 二陪 リ之 ヲ

園 ンデ幅廣イ類上皮細胞暦テ認メル。該細胞厚形

質♂・室泡駅ヲ呈 シ核ハ濃縮 スル等種 々ノ攣性陳テ

認ム。更二此ノ周園ユ淋巴球 ノ浸潤著 シク且又結

締織細胞ノ」曾加或 ハ毛細血管ノ新生ガ見 ラ レル。

此ノ外散在性二圓形細胞 ノ浸潤テ伴ヘル間質ノ.

結締織性肥厚乃至非定型的結節形成 力屍 ラレル。

轟管病憂ハ顯著ゲ血管内膜ハ淡明輩核細胞及 ピ淋

巴球様細胞ノ浸潤二依 ツテ内腔ハ閉塞性 トナ リ、

外膜セ亦類似ノ細胞 二依 ツテ外套1伏二園縫 セラレ
'テ居ル

。 警

C群Adrenalinヲ 併用 セル再感染例:本 群ハ

結核冤疫家兎ノ氣道内F結 核生菌1!裏㈱0σ㎎ ヲ再 、

住射 シ、'同時・・1000倍盤化Ad.O.5ccm宛1B1回

皮下二初期1週 聞蓮綾注射 セルモノデアル。

再感染3日 後(Nr.9.Ad.O.5ccm3回)鏡 瞼的二

小氣管枝一肺胞ヲ中心 トシテ大小種々ノ肺炎竈 テ

認メル。其ノ病攣ハ前記諸例(A及 ピB群)二 比較

シテ可ナ リ増彊セラレルガ竈病状 デアノ%鏡 検ス

ルニ各肺胞腔内二濃厚ナ漿液性物質及 ビ大翠核細

胞ノ滲出ヲ認メ、多核白血球 ノ憂性崩解ハ可成 リ

著明デアル。肺胞壁ハ漿液性物質ノ浸潤 二佼ツテ

水腫様二膨化 シ、闇質細胞ハ腫大淡染 シ少量ノ白,

血球ノ浸潤ガ見 ラレル。肺胞間質毛細血管ハ鑛張

シ輕度ノ白血球増加テ認 メ、大ナル血管二於 イテ

ハ周園二胤血球及 ピ圓形細胞ノ浸潤ガ見 ラレル。

氣管枝粘膜上皮細胞ハ腫大 シ、粘膜下組織二白血 ・

球 ノ浸潤ヲ認メル。 〆 ノ

再ノ鹸7日 後(Nr・10。Ad・O。5ccm7同)二 於 イ
ノ

テハ病竈部 ハ更二搬大 シ、鏡桧的二肺胞内液燈滲'

出物ハ減少 シ軍核大細胞ハ」曾加 シ、一一部無氣性デ ・

肺胞傑不明瞭ナ部分 ガ見 ラレル。更昌特異的所見
き

へ 輝 中心MS二E・sin二 赤染 セル均等性繊維素

檬物質ノ沈著 ヲ認メ、滲出細胞ハ攣性崩壊 シ所謂
く ト

Fibrinoidaj死 ニー致 スル 所 見 ヲ認 メル コbデ ア
サ

ル。一方肺胞間質ハ水腫機鑑糧ヲ示 シ、結締織細

胞ハ腫大淡染 シ同時二少量 ノ圓形細胞ノ浸潤 ヲ認

メル。肺胞間質毛細血管バー・般 二擦張 シ赤血球ハ

肺胞内二濾出 シ稻 々大ナル血管ハ白血球及 ピ翠核

細胞二依ツテ園縫 セラレ血管壁ノ水腫様膨化ガ見

ラレル。鼠管枝病墾ハ輕度デ加答見性炎症ヲ認メ

一30r・ 一・



ルニ適 ギナイ。結核菌ハ殆 ンド謹明セラレナイ。

14日後(Nr.11～12.Ad・0・5c¢m7回)肺 病憂ハ

極メテ輕微デ弱援大 デハ殆 ン ド看過 セラレル程度

デアル。ψ強按大二依 リ精見スルニ肺胞壁ノー隅二

翠核大細胞ノ増殖ヲ認メ、稀 二白血球ノ遊幽ガ見

ラレル。之 レト共二肺胞壁細胞△腫大 シテ内腔ユ

隆起 シ、間質ハ結締織細胞ノ壇加二依ツテ輕度二.

肥厚 シテ居ル。一部氣管枝壁呂接 シテ類淋巴球乃

至類上皮細胞ノ限局性壇殖(非定型的結節)ガ詮明
ぽ ず

セ ラkル コ トモ アル。N》 、12二 於 イテハ散 在 性 二

磯 細 ナ結 節 形成 ヲ認 メ、其 ノ構 造 ヲ見 ル ト主 トシ

'テ 幼 若 類 上 皮 細 胞 ヨ リデ リ乾 酪 攣 性 ハ認 メ難 イ。

肺 胞 腔 ハ聞 質 ノ組織 球性 結 締織 細胞 ノ壇 殖 二 依

ツ デ狭隆 トナ ン 、 壁 細 胞 ハ腫 大 シ少量 ノ愛 性 崩 解

セル滲 倒 細胞 ノ淺 般 テ認 メル 。
、結 核菌 ハ 依 然 詮 明

セ ラ レナ イex

再 ノ謹鰐 ヒ後43日(Nr;13～14.Adi・O・5ccm7回)ニ ヲ・

経 過 スル トキハ 上 記2週 聞 目 ぎ リ病 愛 ハ著 シク増

瞬

痢
蓋
鯉

強スルガ初感染 「A群)ハ モ トヨリ軍純再感染(B

群)ヨ リモ輕度デアル。肺實質中二米粒大 ヨリ粟

粒大ヲ起エル結節形成ラ認 メル。其ノ形態ハ圓形

周園二封 スノ嶢 界ハ明瞭 樵 鮎周園性炎症 ハ誰明
タ

シ難イ¢其ノ組織豫テ見ルニ類上皮細胞麿ノ稜達

ン・著明デ、之等ノ細胞ノ原形質ハ室泡歌デ髭粗轟

配列 シ・最周屠ニハ淋巴球 ノ浸潤ハ可成 ソ著明デ

ァヅテ、類血 細胞 ノ難 セルモノ繊 イ.乾 酪

憂性ハ大結節ニノ ミ蟄見セラレ、Eosin二 娃染シ

繊維素檬物質二窟 ミ丑ya1加oiこ 憂性気思ハセル。

小結節ハ乾酪化ヲ鉄キ、類淋巴球乃至淋巴球 ヨ

リ形成 セラレテ居ルNr.Mハ 於 イテハ、加之非定

型的結節形成或ハ稀二肺胞内細胞増殖力鐙 明セラ

レル。尚典ノ外ニー。ク所比較的大ナル陳蕾肺炎竈

ヲ認メ、各肺胞腔ハ圓形乃至紡錘形細胞二依 ツテ

充タサ へ 聞質結締織細胞ハ増殖 シ肺胞像ハ不明

瞭 デ所謂肉様憂 ト看微ス疑 キ所見 ヲ呈 シテ居ル。

血管バー般二擬張 シ、大 ナル血管周團ニハ圓形細

胞浸潤ガ著明二現 レ、一氣
道内結核菌後量(V1000000㎎)感染例 部

ノ灘脈壁二水腫様膨化

ギ著明二見ラレル。氣管

枝ハ輕度 ノ加答見性炎症

疑 融 徽 綴 捌 源 シ局所淋巴腺ノ結締
の 劉飾 徽 颯 卿4織 化溜 メラレル

。結 核

eノ 鋤 鰍 力蘇,菌 ノ、乾醗 瞳 一翻 セ

・細 伽 ム ィ糊 列 ラレルガ鯉 的二A及 ピ

B群 ヨリ少ナク且退行塑

》e50性 型ガ多イ様二思バレル
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第2節 睨感作7ネ ルギ網二關スル貿験
、

「ツベノ砂 リン域 ハ結核歯盟テ用 ヒテ結核轟染

動物ノ脱感作ヲ行 フ實験ハ文厭中二多数認載サレ

テ居 ルガ其ノ方法ハ大饅二通 リニ分ケラレル。第

1ハ 抗元物質ヲ長期間二亙 リ漸壇的注射法二依 ジ

〈貴島氏法)、第2ハ 抗元ノ多量 ヲ短 日間二注射 ス

ル法(Cerfifanti民 法)デ アノ㌔

前者ハ理論的二最モ適切ナ方法 デアルガ長期間.

二亙ルタメ不慮ノ疾患ノ併嚢乃至注射部位ノ損傷

等二依 リ衰弱死亡スルモノガアリ、後者ハ急激ナ
　 ゴ

ル局所乃至全身反慮ノタメ動物ハ衰弱 シ且又短時

日ノ聞二「アネルギー」化セルモノハ前者 ヨリ速力 、
ノ も

nrア レル キー 」歌 態 二復 スル傾 向 ガ 強 ク長 期 間 二

亙 ル琵 疫 力 ノ槍 定 論ハ 不適 ノ鮎 遊 多 イ ト思 惟 セ ラ

レテ居 ル。 コノ事 情 ヲ参 酌 シデ余 ハ コノ繭者 ノ中

聞 テ行 ク コbニ シタ 。 又 「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 慮

ガ假 令陰 性 化 シテ モ其 ノ儘 放 置 ス ル コ トハ再 ピ陽

性 二韓 仕 シ得 ベ キモ ノ デ、 睨 感 作 塵 置 ヲ實 験 全 期

間 反復 績 行 セル モノ デ ァル 。

第1項BC.G.死 菌 睨 感 作 例

前 虎 置:入 型 結 核 生 菌1mg皮 下 接 種 二依 リテ

感 作 シ、3i週聞 後Tuberkullin(10倍 液0.1ccM)

及 ピ結 核 生 菌 ぐ加 魂)ノ 皮 内接 種 二依 リ 「ア レル

ギー 」性 反 慮 陽性 ナル モ ノ10頭 ヲ選 ブ◎ 脱 感作 ハ

B.C,G、 加 熱 死 菌 ノ蓮 日 反 復 皮 下 注 射 二依 リ、

t!1000mg3リ 漸 次 檜量 シ2⑤皿9二 達 スル
。3ク 月

ボ

後之等ノ家兎ハ死亡スルモノナク榮養歌態ハ軍純

感作例 ヨソ遙カニ良好 デ「ツ」皮内反慮Kogh氏 現

象)弱陽性ノモノ10頭 申4頭 二認 メラレタ。故昌

此ノ4頭 ヲ除 イタ他ノC頭(BC。G.睨 感作i家兎)

二就イテ實験 ヲ行 フコ トニシタ。

後庭置、睨感作家兎(5頭)ノ 耳静脹内・:}人型結
●
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關

核生菌10∫ngテ 再注射 シ、適當ナ聞隔 テオ イテ逐

次致死セシメ其 ノ肺病攣ヲ槍索 セルモノデゲル。
へ

Bl2日 目所見:散 在性二比較的多藪 ノ結節爆細

胞浸潤 ヲ認 メル、之等ハ何 レ毛小血管ヲ中心 トシ

テ嚢現 シ大 キサハ孚粟粒大ナ超エ ルモノナク、形

態ハ圓形乃至不規則ナ限局性ノ聞質肥厚 トシテ現
を

バレル。其ノ構造テ見ルニ輩純再感染 ノ如ク血管

腔ノ菌塊 ヲ園 ンデ緯維素様物質双 ピ白血球ノ花環
げ し

状蝟集ハ認メ難ク、白血球ハ微量 デ血管内被細胞

ノ腫大増殖乃至攣性ガ主デ、外膜細胞 ノ増殖ハ未

ダ不鮮明デアル。結節周團ノ滲禺性炎性ハ殆 ンド

謬メ難ク、唯肺胞壁細胞ノ腫大隆起乃至脱落ガ見 唖

ラレルニ過 ギナイ。又毛細血管内被細胞ノ活性化

、ハ随所二詮明セラレ、病竈部ノ聾力織維ノ清失及

ピ嗜銀性繊維 ノ増殖ハ未ダ謎明セラをナイる結核

菌ハ結節ノ中心部二詮明セラレ小塊歌或ハ分散駅

テナ シ、形態ハ長短不規則 デ被染性ハ不良 デアル

コノ外陳薔ナ少歎小結節ガ見ラレ、乾酪攣性、類

上皮細胞及淋巴球 ノ各昼 テ具備 シテ居ル。

B27日 月所見:結 節ノ鍛及ピ大 キサハ吹第`=ig

彊 シ・之等ハ肥厚 セル聞質 二依 ツテ蓮結 シテ其ノ

境界ノ・不轍 、且共ノ繊 學的離 燐 ヲ碇 型蝕

デアル。結笛ノ大ナルモノニ於イテハ中心部昌憂

性崩壊セル白血球ヲ認メ、之 レテ園 ンデ原形質ノ

融合二依 リ互態細胞状ヲナセノ噸 上皮細胞暦テ認.

メル。之等ノ細胞ハ其ノ部位的關係及 ピ形態 ヨリ

主 トシテ血管内被細胞 曲 來 セルモノ ト思惟セラ 、
ら

レル。更二此ノ周園高ハ類淋巴i球及ピ淋巴球ノ著 、

明ナ増殖 硯 ラレノシ・小結節二於 テハ .1個ノ耳態
細胞ヲ園ンデ類淋旭球ノ増殖ノ見 ラレルコ トハ稀

デナイ。之等結節 ノ周園ニハ焦黙周園性滲出性炎 ・
　ら 　レ

ノ'極メテ轍 維 肺胞披 ノ嚇 蝿 ラレ・ン禰

ギナイ。弾力繊維 ノ欣態 ヲ見 ル糞結節部位ノ血讐

___32___



壁及 ピ周園肺胞朋質二於 イテハ断裂漕失 が見ラレ
ノ

ルガ、嗜銀性繊維 ノ形成ハ殆 ンド詮明ゼラレナイ。

結核菌ハ著 シク減少 シE態 細胞内二撮取 セラレ籟
・粒朕崩壊 セルモノガ見 ラレ擢轟過 ギナイ。

B318日 目所見:肺 實質中二散在性 二比較的多

教 ノ結節形成テ認 メ、其 ノ大ナルモノハ粟粒大、小

ヂルぞノハ ㌃～ih大 デアルガ、敏量的二前記B2

ラ凌駕 シテ居ナイ。組織學的構造 テ見～レニ輩純再

感染 二見 ラレル様ナ定型的雛(乾 酪攣性、類上皮

細胞・淋巴球 ノ各暦 ヲ具備 スル)ハ 認 メ難 イ9大
　

ナ・・結節ハ類上皮細胞ノ増殖 ガ主髄 トナ リ、諸細

胞ノ原形質ハ室泡歌デ鑑粗 二配列 シ、核ハ濃縮性

デE態 細胞歌』融合 シ、更二其 ノ周園ハ淋巴球ノ

浸潤二依ツテ園緯 セラレテ居ル。小結節二於4テ

ハ類上皮細胞ハ減少 シ淋巴球及 ピ結締織細胞ノ増

殖ガ著明 デアル。初期 二著明二現ハシタ肺泡聞質

ノ肥厚ハ減退 シ血管 テ中心 トシテ類淋巴球ノ限局

性浸潤ガ見 ラレ〃。加之、稻 ぶ特異的所見ハ肺胞

内細胞檜殖 ラ認 メノレ勲 デ、之等細胞バ肺胞腔テ充

タシ又バー隅二介在 シ、其ノ原形質ハ互二蓮結 シ

テ駈謂互態細胞 ヲ形成 シ、時ニハ肺胞腔ガー個ノ

大ナル亘態細胞二依 ツテ占メラレテ居ルコトモア
む

シ。結節 二於 イテハ沃部分ノ強力織維ハ臨裂浩失

ル、微細線状乃至蓮績的顯粒歌テナ シテ遺存 シテ
ご

居ル。嗜銀織維ハ肺胞問質二増加 シ之 レヨリ結節

纏 間二織細網歌乃至樹枝歌二侵入 シテ居ノげ 、

小結節 デハ極!テ 微量 デアル。結核菌 ノ諮明ハナ

カナカ困難デE態 細飽 ノ胞艦内二幽微ナ顯粒歌 ト

シテ辛 ウジテ謹明セラレルニ過 ギナイ。小氣管枝

腔ハ微量 ノ粘液ヲ容 レ、粘膜上皮細胞ハ不規則二

堆殖 シ、血管内被細胞モ亦増殖 シテ周圃二圓形細
う

胞 ノ浸潤 ヲ認メル。

R4R586日 目所見;涛 眼的二肺容積 ハ尋常、表

面及 ビ割面二大小種々ノ結節形成テ認 メノ%然 シ

其ノ数ハ少量 デアル。其ノ性歌 テ見 ～レニ、硬度輩

固、割衝ハ友白色ノ鞘3表 面二隆起 シ境界ハ明瞭

デア～レ。其ノ細少ナぞノハ專 ラ類淋巴球及 ピ淋巴

球 ヨリナ リ中二結締織細胞 テ混 ジテ居ル◎大ナル
ゆ

モノハ類上皮細胞暦ノ螢達著明デ、該細胞ノ原形

質ハ室泡歌 デ鑑粗 二配列 シ各細胞聞 三多量 ノ室隙
リ

ヲ認メ、細胞核ハ不定形 デ濃縮性デアル。彌力織

維ハ全ク漕失 シ、嗜銀性織維ハ太 イ樹妓状 テナシ

マバラニ配列 シテ居 ル。淋巴球暦ハ菲薄デ周園ユ

結締織ノ場殖ハ認メラレナイ。結核菌・病 竈中ニ
ノ

詮明セラレナイ。

B6(繋 照例:B.C.G.脱 感作86日)本 群ハ上記諸

例 ノ封照 トシテ翻脹内再感染 ヂ行・、ナイ。軍純緯

感作二依ル家兎 ノ肺臓 テ桧索 セルモノヂアル。節

臓ハ肉腹的二容積,硬 度及民色調ハ尋常デアルガ

右肺表面』二小豆大ノ結節1個 ト数個ノ粟粒大ノ結

節ヲ認 メノ㌔ 鏡検的二陳蓉ナル結節 ヲ詮明シ～申

心部二攣性萎縮 セル類上皮細胞暦ヲ認メ、周園二

幅廣 イ淋巴球及 ピ結締織細胞暦ヲ誰明シ、小結節

ハ專 ラi類淋巴球 ヨリ出來テ居ルo

第2項hbezk磁R睨 感作例

前庭置:人 型結核生thlmg皮 下接種二依 リ感

作、Tuberkulin(10倍 液α1ccm)及 ピ結 核生菌

(ihong)ノ 皮内注射 二依 リ共二 「アレルギー」性反

慮陽性ノモノ11頭使用二供 シタ。脱感作ハ3ク 月

二亙 ゾ傳研蕾Tuberkulin原 液1000倍 稀繹液0・1
ノ

ccmヨ リ、實 験動 物 ノ榮 養 歌態 ヲ考 慮 シツツ 漸 次

ii{il:量シ原 液O .1ccm二 至 ラ シメ タ モ ノ デぐ 「ツ」反

慈悉 ク陰 性 ヲ示 シタ ガ結 核 生ec(itiomg)二 封 シテ

Koch氏 現 象 ノ弱 陽 性 ナ ル モ ノ4頭 ア ツタ。数 二

此 ノ4頭 ヲ除 イタ7頭 二就 イ テ再 感 染 テ行 ツ タ ノ

ヂ.アル。

後 虞 置:Tu¥)erkulin脱 感 作 家 兎(6頭)ノ 耳 静

脈 内 二人 型結 核 生 菌10血9テ 再 注 射 シB.C.G.脱

感 作 群 二準 ジテ逐 女 致 死 セ シメ其 ノ肺 臓 テ槍 査 セ

ル モ ノ デ アル。

丁韮2目 目唐 見:肺 實 質 中 二散 在 性 ユ小 血 管 テ中
ぴ

心 トシテ初期結節顔ラ認メル。之等ハ輩純感染二

比較 シテ数量的昌著明ナ差異ハ認メ得ナイガ、大

キサハ著 シク小デ且限局性、形態 ・・圓形デアルガ

聞質 ノ肥厚 トシテ現ハ レタモノハ不定型デアル。

組織像 ヲ見ルニ血管腔内二微細ナ菌塊テ認メ、之

レヲ團 ンデ白血球及 ビ織維素檬物質ハ血栓妖二集

合 シ、一・方内被胞細 ハ腫大檜殖 シテ血管周園晶類

淋巴球 ノ浸潤 ガ冤 ラレル。間質ノ肥厚 セノレ部位二

於 イテ ・・血管内被細胞 ノ腫大場殖 ノミデ細胞浸潤

ハ認メデレナイ。

馬,T3,7日 目所見;散 在性F比 較的多数ノ結節
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形成 ヲ認メ、其 ノ大キサハ亜粟粒大以下 デ形態ハ

概 シテ圓形、境界 ハ比較的明瞭デアル。其 ノ構造

テ見ルニ中央部出幼若類上皮細胞暦テ認メ、該細

胞 ノ核ぐ圓形、「クロマチン」二富 ミ、原形質ハ微 、

繍 粒歌デ稽 玉濃染 シ、E態 細胞ノ形成 ガ見ラレ

ル。其 ノ周園ニハ淋巴球 ノ浸潤 ガ詮明 セラレル6

間質 二於ケル小結節デハ専 ラ類淋巴球 ヨリナ リ類

上皮細胞ヘノ分化ハ認メラレナ イ。結節部位 ノ弾

力織維ハ清失、断裂 シ、嗜銀性織維ハ周園間質昌

壇加 シテ居 ルガ細胞聞ニハ認 メラレナイ。加之、

T3二於 イテハ肺胞内細胞増殖ガ見 ラレ、之等ハ遊

離 シデ滲出細胞 ノ形態 デ トル コトナク、壁 ト密二

蓮結 シ且又相隣 レルモノハ互二融合 シテ距態細胞

ヲ形成 シテ居ル。結核菌ハ結節申心部ノ細胞内二

詮明セラレ、微細顯粒歌 ヲナ シ被染性モ亦不良デ

種々ノ退行憂性像 ガ見ラ レル。 警

丁4,18H目 所見:散 在性二大小不同ノ結節形成

ヲ認メ、形態ハ概ネ圓形、何 レモ粟粒大 ヨリ小デ

アル。間質血管ハ簑張 シ、肺胞腔内二微量 ノ漿液

性物質及 ビ輩核大細胞ノ増殖乃至睨落テ認メルタ

メ各結節ノ輪廓ハ稻3不 明ナ部位 ガアル。結節ノ

構造 テ見 ルニ何 レモ中央部二類上皮細胞ハ髭粗二

配列 シ・多数ノ聞隙テ謬メル。原形質ハ室泡状昌

趨壌 シテ居ルモノカ移 イガ亘態細胞形成ガ見 ラレ

ル。淋巴球暦 ハ菲薄 デ帯状テナ シテ之 レテ園ム。

一方肺胞腔内細胞壇殖ガ散在性二謹明セラレ、之

等ハ何 レ!モ亘態細胞瓶二融合 シテ居ル。結節二於 ヴ

クル弾力織維ノ漸裂乃至鴻朱ガ覚 ラレルガ、嗜銀

性雛 ノ形成ハ何 レモ著明デノ、ナク、結核菌ノ・殆

ンド詮明セラレナイ。

T530日 目析見:結 節数ハ減少 シテ居ルガ、大

キサ"・ムジ・増強 シ粟粒大ヲ超エル。其ノ構造ヲ

見ルテ類上皮細胞 ト淋巴球 ノ爾暦ハ明瞭二識別セ

ラレ、前者 ハ墾性崩壌、亘態細胞形成ガ見ラレ、
む ま

或一部 二乾酪愛性 ノ初徴ヲ肯定 セシヌル所見 ガ見

ラレル。各肺胞腔 ニハ滲萬現象ハ詮明サレナイガ

萎縮性 ノE態 細胞 ガ見 ラレル◎結節ノ彌力織維ハ

清失 シ、嗜銀性繊維ハ結節周園三於 イテ微細網欣

ヲナ シテ密二配列 シ中央二向ツテ太 イ樹枝駿 テナ

シテ侵入 ジテ居ル。結核菌イ・唯乾酪化ノ初徴ヲ示

セル結節中二微量設明セラレ〃。

T6,86日 目厨見:結 節数ハB.C・G・脱感作 卜同

檬僅少ギ正堂組織内二孤立 シ、境界ハ明瞭 デ;Y.i7;"O

組織學的二類上皮細胞 昌ハ明ラヵ皇退行攣性ガ認

メラレ、原形質ハ室泡駅デ髭粗、核ハ濃縮性 ヂコ

ノ聞と紡錘形 デ濃染 セル核ガ認メラレノ%周 幽ノ

淋巴球 ノ浸潤ハ著明デ、中二結締織性細胞 ノ場殖

力津見 ラレル。小結節ユ於イテハ專ラ類淋巴球乃至

淋巴球 ヨリナ リ、少量ノ憂性セル類上皮細胞ガ見

ラレルニ過 ギナイ。1個 所右肺下部表面轟隆起 セ

ル碗豆大ノ陳蓄結節ヲ認 メルガ、其 ノ中央部ハ就

酪化 シ周園ノ類上皮細胞ハ減少シテ淋巴球及 ピ結

締織細胞ノ増殖 ガ認メラムルガ、之 レハ感作 ノタ

メノ病攣デハナィカ ト思惟セラレル。聾力織維ハ

秣 シ・嗜銀雛 ハ太欄 撚 テナ シテ細胞間轟

見 ラレルガ、数ハ確カニ減少シテ居ル。結核菌ハ

大結蔀二設明 セラレルノ ミデアル。

T7(封 照、Tuberkulin脱 感作家兎一一86日臼)本

群ハ前者等 ノ封照 トシテ結核再感染 テ行 ハズ、唯

Tuberkulinニ テ脱感作麗置ヲ施 セルモノデアル◎

肺表面 二粟粒大 ヨリ大豆大二逡 スル陳薔ナ結節形

成 ヲ認 イル。之等 ノ数ハ勿論僅少 デアル。組織學

的二類上皮細胞,淋 巴球,結 締織細胞 ヨリナ リ往

々申心部二輕度ノ乾酪憂性ガ見 ラレルo・コノ外専

ラ類淋巴球及 ピ淋 巴球 ヨリナル結節 ガ見 ラレル。

第3項 輩純再感染解 封照例)

前塵置:人 型結核生菌1mg皮 下接種二依ツテ
ヨ

感作、「ツ」反慮陽性轄化後、3ケ 月放置セルモノ

デアル。此ノ感作家兎10頭 申感作期聞二死亡セ〃
◎

モノ5頭 昌達 シ、他 ノ生存 セル5頭 モ亦榮養歌態不

良燈重ノ減少ガ見 ラレタ◎

後塵置:生 存 セル5頭 二就テ行 ぞタノデアルo.

家兎耳静蟹内二人型結核菌10エngヲ 再 接種セ%毛

ノデアツテ、初期(2日 、7日)a屠 殺セル2頭 テ

除 イテ他ハ悉 ク1ク 月以内a死 亡 シタ。

A6再 注射後2日 臼競見:肉 脹的二容積 ノ増加

友 ピ充血著肱 饒検的晶血管沖 心 トシテ極 メテ

多数ノ初期結節形成ヲ認メ、且肺胞壁ハ禰蔓性二

肥厚 シテ居ル◎精見 スノ臨 各血管腔晶菌塊ン栓塞

歌沈著テ認メぐ コレハ縁維素様物質及 ビ嵐血球 昌

依ツテ環歌二園纏 セラ レテ居ル。局所 ノ血管壁 ノ隔

水腫檬穏粗 ラ示 シ,内 被細胞 ・・腫大淡染叉ハ濃縮
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シテ不規則ナ形態ヲ トリ、外膜細胞ハ腫大 シ圓形

乃至擶圓形デ乱「クロマチン」二富 ミ原形質二乏 シ

ク類淋巴球歌テナ シ、周團二白血球 ノ浸潤 ガ見 ヲ

レル。肺胞聞質ハ毛細血管ノ籏張、間質細胞ノ腫大

及 ビ少量 ノ申血球 ノ浸潤 二依 ツテ輕度二肥厚 シ・

肺胞腔ハ歴迫セラレテ独隆 トナ リ中二少量 ノi漿液

性滲串物 テ容 レテ居ル。病竈部ノ彊力織維ハ疎開

シテヰルガ、嗜銀性織維 ノ増殖ハ認メラレナイ。

A7再 注射7日 目所見 二肉眼的二既二多数 ノ結節

形成テ認メ、大 キサハ粟粒大、次白色鞘 去透徹デ

アル。鏡槍的二初期結節ノ中心部二認メラレタ白

1血球ハ愛性崩瑳 シ、血管{象ハ不明瞭デ專 ラ幼君類

上皮細胞カラ萬來テ居ノ㌔

該細胞ハ稻 ぶ小型、短紡錘形、核ハ 「クロマチ

ン」二富 ミ原形質二乏 シク、再周邊部ノ類淋巴球

トノ間二種々ノ移行型ガ認メラレル。其ノ肺胞腔

ヲ中心 トセルモノハ、腫大淡染 セル輩核大細胞ハ

肺胞腔ヲ充満 シ、相隣 レルモノハ合 シデ比較的大

ナノレ結節ヲ形成 シテ居ル。焦鮎周團性炎症ハ輕度

二焚現 シ肺胞腔内二少量ノ漿液性滲画物二混 ジテ
ノ

肺胞上皮 イ股落ガ見 ラレル◎聞質ノ禰蔓性肥厚ハ

減退 シ、血管周園二圓形細胞ノ浸潤ガ著明二現ハ

セテ居 ル。結笛 ノ強力繊維 ハ全ク溝失 シ、嗜銀性

繊維バ繊細ナ網歌ヲナ シテ細胞間二侵入 シ、結核
ゐ

菌 ハ結節ノ申心部二詮明セラレルガ、菌髄ハ攣性

廟壌 二陥 ツテ居ル篭ノガ多 イ◎
-4

s再 注射後18H目 所見:(死 亡)肉 眼的…モ鏡

検 的ニモ肺臓ハ粟粒結節 二依 ソテ充満 セラレ、各

結節聞ノ肺胞腔ニハ大滲禺細胞及 ビ漿液性物質等

ノ滲出現象ガ著明二畿現 シテ居ル◎結節ノ構造 ヲ

見ルニ其ノ主燈 ヲナセルモノハ類上皮細胞デアツ

デ中心部二密二集合 シ、其ノ周園ニハ少量 ノ淋巴

球ガ詮明 セラ レル。大結節ノ中心部ノ細胞ハ攣性

崩壊 シ乾酪攣性 ノ初期像 ガ詮明 セラレル◎此庭二

於 イテハ粥力織維ハ断裂潰失 シ、嗜銀性繊維ハ結

節 ノ周園 ヨ艸 心部痢 ツテ織 ヲナ 蓼 新生セ

シ レテ居 ル。結核菌ハ結節ノ中心部 ノ細胞内外二

散在性二撒布 ゼラレ、菌型バー般二長型デ被染性

ノ良好ナルモノ及 ビ攣性、萎縮 セルモノガ見 ラレ

ノレo

Ag再 感 染 後25日(死 亡)、 ムiO30日 目(死 亡)=

肉眼的 二左右肺臓表面及 ピ劇面二大小種々ノ結節

形成ガ認メラレル♂鏡槍 スル晶肉眼的所見ニー致

シテ高度 ノ結節形成 ガ見 ラレ、之等ハ互 二融合 シ、

又病竈問二滲萬現象ガ著明二震現 シ、各匁市胞腔・・

大滲出細胞 予依ツテ充満 セラレテ居 ノレ。結節中心

・部ハ高度ノ乾酪攣性 ヲ示 シ、周園』幅廣 イ類上皮

細胞暦ガ見ラレ、更二外暦ハ淋巴球及 ビ結締織細

胞ノ場殖ガ輕度二詮明セラレノレ・小結節r於 イテ

ハ乾酪攣性ハ輕微 デアル。滲萬現象ハ竈病歌テナ

シテ氣管枝ヲ中心 トシチ爽現 シ、輕度 ノ乾酪攣性

ガ見ラレル。然ラザル部位 ノ肺胞闘質ハ結締織性

昌肥厚 シ、肺胞上皮ハ鍛子歌工増殖 シ、血管周團

ノ圓形細胞ノ浸潤ガ著明デアル。結節窟ノ聾力繊

維ハ消失 シ、嗜銀繊維ノ新生ハ著明デ、菌ハ乾酪

化竈二多量詮明 セラレル。

Al,A2,A3,A4,As,(50、55、60、73、84日 目死

亡)之 等 ハ感作途中何 レ(3ク 月以内二死亡セル

モノデアノ㌔ 今其 ノ肺臓所見 テ概括的二観察 スル

ニ、後期二残亡セルモノ程肺病攣ハ」曾強 シ、A5二

於 でテ樽肉眼的二肺表面二散在性昌粟粒大 ヨリ大

豆大二達スル結節竈ヲ詮明 シ其ノー部二肺炎様病

攣ヲ認 メタ。之等結節ハ肺表面二多ク割面内部 ニ

ハ僅生デアル。其 ノ組織學的構造ハ中心部 ヨリ乾

酪攣性、類上皮細胞、淋巴球ノ各暦ヲ詮明 シ、彌

力織維ノ漕失、嗜銀繊維ノ薪生ガ見 ラレ、菌 モ亦

謎明セラレル。一部二見 ラレル肺炎竈ゲバ各肺胞

腔ハ漿液・滲萬細胞ノ遊萬ガ見 ラ}レル。

第4項 瀞 賑内初感染例(封 照例)

本群ハ健康家兎ノ静脈内二人型結核生 菌10血9`

テ注射 シ、一部ハ上記諸實験二準 ジテ動物 テ屠殺

シ、他ノ9(1ケ 月後)死 亡テ待 ツテ剖槍 セルモノデ

hル ガ・最長生存期間ハ2ク 月瑠 エオカツタ。

K,2日 目所見;鏡 槍的 二散在性 二結節歌細胞

聾;華儲 撃驚 費難 馨茜藍雛 蓼
白血球及翠核細胞 ノ沈著 ヲ認 メ結核菌ハ小塊歌 ヲ

ナ シ、又血管内被細胞ハ腫大淡染 シテ居ル。揮力

繊維、嗜銀性織維編ハ異常テ認メ得ナイ。
の ぜ

K・7H目 所見:鏡 検的二結節数ノ増カロバ見ラ

レナイガ・大キサハ増強 シ且細胞要素モ亦一攣 シ

テ居ル。結節ハ血管ヲ中心 トシテ形成セラレテ居

真
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ル コ トハ勿論 デコ『ルガ、周園ノ肺胞腔二向ツテ場

殖 シテ居ル。壇殖細胞ハ幼若類上皮細胞、類淋巴

球及 ピ淋 巴球 ヨリナ リ之等ハ雑然 卜配列 シ、弾力

織維 ノ清失、嗜銀織維 ノ新生ハ未ダ不明瞭 デアルo

結核菌ハ結節竈 ノ細胞内外 二散在性 二詮明セラレ

菌型ハ攣性崩壊乃至萎縮 セルモノ多 ク、数量的二

減少 シテ居ル。

K318日 目所見:散 在性二比較的多数 ノ結節形

威 ヲ認メ、其ノ形態ハ圓形、大キサハ粟粒大二達

ろル。各結節ハ中心部二類毒皮細胞、周邊部 二類

淋 巴球及 ビ淋巴球 テ詮明 シ、其ノ中心部 ニハi劉生

崩壊セル白血球ノ核破壊物 テ多量認夙ル。弾力織
ノ

維ノ大部分ハ清失 シデヰルガ・r榔 綜屑状ヲナ ジ

テ介在 シ、嗜銀繊維 ノ新生ハ結節周邊部二強イ。

結核菌ハ比較的多量詮明セラレ、細長ク輕度二攣

曲 シ被染性ハ良好デ 酸育ハ旺盛 デアルo

K430日 目所見 .:肉眼的及 ピ鏡槍的二多藪ノ粟

粒結節ノ形成 ヲ認メ、之等ハ孤立又ハ互 二融合 シ

且焦鮎周園性炎症ノタメ鵜 去禰蔓性 テ呈スル。其

ノ組織的構造ハ定型的 デ、申心部 二乾酪攣性 、類

上皮細胞及 町淋巴球 ノ各屋 ガ見 ラレ暦輪形成ハ著

明 デアル。病竈聞 ノ各肺胞腔ハ漿液 及ピ箪核大細

胞 ノ滲萬ガ見 ラレル。弾力織維 ハ彌裂漕失 シ、嗜

銀性織維ハ網歌ヲナ シテ密二増殖 シテ居ル。結核

菌 》・乾酪化部位二極メテ多量詮明セラレル。

K555日 目、K660日 目(死亡):此 ノ爾例ノ病愛

ハ類似 セル故一扮 シデ記載スル コ トニスル。病愛

ハ釜 玉増強 シ表面粒 ピニ割面二互二融合 セル多数

ノ大結節テ認メル。加之、滲出性病憂モ合併 シ、

組織像 ハ可成 リ複雑 デアル。増殖性病竈 ノ中心部

ノ乾酪性壊死ハ鑛大 シ、軟化溶解二傾 キ多量 ノ核

破壊物及 ピ菌 ヲ含ム。周園ノ類上皮細胞暦ハ乾酪

竈 二侵蝕 セラレテ挾細 トナ リ、細胞自髄 モ亦攣性

萎縮 シ、淋巴球暦ハ環欺皇之 レラ包園シテ居ル。

滲出性炎症ハ小氣管枝 ヲ申心 トシテ嚢現 シ各肺胞

腔ニハ漿液性物質及 ピ大滲萬細胞 ノ滲萬ヲ認メ、

可成 リ攣性筋壊ガ見 ラレル。彊力織維ハ結節竈 昌

テ漕失 シ肺炎竈 デハ肺胞壁 二明瞭二設明 セジレ、.

嗜銀繊維ハ類上皮細胞一淋巴球暦昌網歌二詮明セ

フ レ ノレe

第4章 實験成績概措

・於 イテ「アレル ギー」性憂化 ヲ増張セシメル トキハ

病攣ハ封照例二比較 シテ著 シク悪化 セラレル。此

ノ際結核菌 ノ漕長ハ興味アルモノデ、初感染例 デ

ハ菌ハ漸次増加 シ、輩純再感染例 デハ1週 聞以内

二菌ハ攣性崩解減少ヲ示 スガ2週 間以降梢 玉念速

二壇殖スノレ。Adrenalin併 用例 デハ ユ週聞以内"

菌ハ殆 ンド漕失 ジ組織的ユ謎明 シ得ナイガ2週 以

降躍進的轟櫓加 シ、室洞壁 デハ純培養ノ如タ詮明

セラレル。次二極微量ノ結核菌(iheeeoozng>ノ 経

氣道的感染實験例 ヲ見ルニ其ノ初感染 二於テハ初

期 二輕度ノ滲出性病攣ヲ認メルガ閥モナク泊退 シ

以上 ノ如 ク経氣道的結核再感染 二際 シテAdre・

nalin併 用二依 リ「アレル ギー」性攣化ヲ増強セシ

メル方法ヲ講ズル トキハ、結核菌 ノ大量(25mg>

再感染二於イテハ肺病愛ハ輩純再感染及ピ初感染

例二比較 シテ重篤デ且念激二誘焚 セラレ、入鰹 ノ
ま

大葉性乾酪性肺炎 三一致 ス〉レ。病憂 ・滲串鮫 二

絡始 シ増殖性炎症ハ嚢現 シナ イ。時期的推移 テ見

ノー ・糊 櫛 胞壁毛細血管ノ潮 ナ〃充血聖

織維素テ含メル漿液性物質ノ肺胞内滲出ガァ リ、
ハ

結核菌ノ多量沈著部位 ニハ白血球 ノ遊萬ガ見 ラレ

ル。(充 血期)◎次 二大滲聯 田胞二依 リ肺胞腔ハ充

満 セラレ、肉腹的二友白色肝憂状 テ5呈スル(肝i塑
サ

期)。稻 よ逞 レテ肺胞内滲出細胞!高 度ノ乾酪墾性

及 ビ石次沈著 ガ見 ラレル(乾酪愛性一石友沈著期)

末期二於 イテハ之等乾酪憂性部位 ハ軟化溶解 シテ

室洞形成ヲ誉 ミ、白血球浸潤竈 工極メテ高度デア

ル(室洞形成期)。輩純再感染例(Ad.非 使用)二於 イ

テハ滲出性病憂y・急激 二惹起セラレルガ寧ロ竈病

駅デ1週 間後浩退 シ以降壇殖性炎症 二移行 スノ㌔

組織學的二初期二於テハ漿液性物質ノ滲萬 ヨリ多

核白血球 頭優勢デ、次二大滲出細胞 ノ餌現 テ見 ル

ガ時期的韓換ハAdrenalin使 用例ノ如 ク明瞭デハ

ナイ。健康家兎ノ氣道内二人型生菌25mgヲ 注射

セルモノニ於テハ、初期晶輕度ノ滲 娼現象即チ肺

胞内漿液性物質及 ピ白血球 ノ滲 出ヲ認メルガ漸爽

増殖性病攣 二移行 スル。其ノ病勢ハ慢性ノ経過 テ

トルガ後期 二於 イテハ急速ナ進行ヲ示 シ滲出性病

攣 ヲ合併 スル。斯 クノ如 ク大量結核菌ノ再感染イ
ノ
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2週 間以内ハ殆 ン ド病攣 ノ進展ガ見 ラレナク、1
ま

ク月後始メテ定型的結節形成ガ認メラレル。輩純

再感染家兎二於テハ初期 ノ滲 出性病攣ハ前記初感

染例 ヨリモ」曾強セラレ、之 二亜 イヂ檜殖性病攣 モ

亦促進セラレ2週 聞後定型的結齢ガ見 ラレ以降壇

強スルカ初 感染例二比較 シテ著 シク限局性 ヂ治癒

傾向ガ彊 イ。氣道内結核菌微量再感染 卜共二Ad

renalinY:併 用 スノvトキハ初期 ノ滲出性病愛 ハ著 シ

ぞ増強セラレテ肺胞内二築液性物質、白血球及 ピ

輩核大細胞 ノ滲萬ハ軍純再感染例 ヨリ更二檜強毛

ラレルギ速カニ吸牧 セラレ、之二績9結 節形成ハ

徐々二螢現 シ而モ著 シク輕度デ治癒4傾 向ガ看取

セラ レルo"

次二脱感作實験例二就 イテ小括テ試 ミル。結核

感作家兎二Taberkulin或 ハB.C。(1.死 菌 ヲ長 i

期間二亘 ツテ反復注射スル トキハ所謂Anergieノ

献態テスルコ トガ出來ル。此 ノ際皮膚 ノ「ヅ」反慮

ハ容易工清失 スルガ結核生菌二封 スル反慮(Koch
ノ ノ

氏現象)ハ ナカナカ陰性化 シ難 イ機 二思バ レル。

.此ノ脱感作家兎 ハ結核菌ソ大量(10mg)静 脈内再

感染二依 ツテハ甥魚例 ヨリ抵抗カガ大 デョリ長期

間生存 シ得 タ。又其 ノ病理組織學的所見 ヨリ見ル

モ病攣ハ輕微 デアル。耳艀脹内結核初感染 デハ結

飾形成ハ血管ヲ申心や シ7形 成セラの レガ経過ハ

慢性デ徐委二壇悪 スル。輩純再感染 デハ結節形成

ハ早期 二多量獲現 シ、類上皮細胞ノ形成及 ビ嗜銀

(第4表)

曳

性織維モ亦促進セラレル。

然ルニ股感作塵置ヲ施 セル家兎ノ同量菌 ノ静腿
び ロ

内再感染デハ、結節数ハ輩純再感染 ヨリ少チク且

又其ノ形成ハ徐々二行ハ レ3週 間前後デ最高二達

シ、以降結節ハ塘悪 スル傾向ハナク、漸・次縮小 シ

テ行 クノデアル。組織學的 二初期 ノ白血球ハ少ナ

ク、類淋巴球ノ類上皮細胞ヘノ分化ハ逞延 シ、之

レニ俘 ツ導嗜銀性織維ノ形成モ著明デハナイ。一

方道態細胞 ノ形成ハ極 メテ顯著デ、之等ハ血管内

被細胞及 ビ肺胞上皮細胞二由來 シ、形態ハムシロ

異物耳態細胞ニー・致ス花鮎 ガ多 イ檬二思バ レル。

結節ノ乾酵 墜性ハ殆 ンド嚢現セズ、其ノ構造ハ全

髄 トシテ非定型的デアル。結核菌 ノ漕長 テ見 ルニ

喰菌作用ハ著明デ殊 二耳態細胞内二癬取 セラレ封

照例 ヨリ速カニ鴻失 シ、緩期工壇加スル傾向ハ殆

ンド設明サレナイ。之 レヲ要 スルニ結核再感染ニ

ー於 イテAllergie性 反鷹テ檜強セシメル方法 テ講
ど

気 ル トキハ大 量 菌 デハ 生腿 二不利 デラr縛、微 量菌

デ ン・有 利 デ アル◎ 大 量 菌 再 感 染 デハ寧thAllergie

性 反 磨 ヲ極 度 二抑 剃(Anergie)シ タ方 ガ生 髄 ご有

利 デアル 。 レ

此 ノ理論 的考 察 ハ 次 篇 デ試 ミル コ トニ スル 、樹

脱 感 作塵 置 ハ 典型 的 結 節 形 成 ヲ抑 制 シ生 髄 二有 利

二作 用 スル。'
の

上述ノ關係 り複雑 デアルカラ表二依 ツテ示 セパ
、

次 ノ如 ク デ ア ル。(未 完)

維氣道的結核感染轟佼ル肺病憂

感 作 噂 再 虎 ,置 ゆ 剃 後 期 輕 過
鞠 大鼠繭 道内(25㎎) 1滲 出炎(+) 一醗 覆て一

帯)一__

塑 殖逡(サ ⊇_」 悪 イヒ(」世)塗
出炎ζ燈虹

一 一 『
「悪 化(帯)

十 伺 上 滲出炎ぐ暫「)忘一 需一 一

一 一 需

十 飼 上Ad.併 虜 滲録{炎(冊).
一

悪 化(廊「)一
噸 微 量菌氣選内

(ワ綱OGO(腿9)

～

滲出炎(±) 摺殖炎(井) 悪 化(+)

十 同 〆 上 滲 幽性(+)一 一}　 一 一 2瞳 墾(一±⊃二 良 好(+)㎜
十 同r一 斌}併 用 一 滲出性(蒔 】 櫓殖炎(±)

由 一 一 一

良 好(井)

(筑5表) 脱感作後血行性結核感染ミ依〃肺病憂
～

＼

前 捻 置 後 梶虜 置 丞轟凶型

初
瀬 1徽到 櫓劇

期1
経 過

一
1

4 柵{一
・帯'

一 一

辮

・荘
鞠剛繍蜘_

_静

冊～_
柵一_
赫 ・一一 一
十

騨四需>v-

[悪 化(帯)

蜷 作(非脱感作)儒 塾 坦響 ±
}}一

」題_化(柵)_
,遡 二)_
良 貯(+)

一
上 午 覇嗣」願■ 一

登b認ir灘 レ隅 .上 串1 劇■圏噂,亀
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